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　2016 年度から映像編集ソフトを Adobe Premiere Pro













　受講生は履修登録 17 名のうち 16 名が最終発表までや
り遂げた。例年離脱者が 3，4 名はいるが，1 名という
のは優秀である。16 名となると，各自の動向を把握す
るのが難しかったが，ワークシートのチェックが効果的
であった。16 名のうち 4 名が 3 年生（うち 2 名は経済






　自己紹介映像は 4 チームで制作した。3 チームは男女









　第 1 回から第 3 回は全グループの進度はほぼ同じであ
る。第 5 回で編集に入った B と C は順調に仕上がったが，
D は発表当日朝，A は発表時間内に書き出す結果となっ









































から始めて 10 回に完了した受講生が 10 名，残りのうち



























第 11 回までに 5 名が撮影を行い，第 12 回までには 8 名
表 1　自己紹介映像制作の経緯　( ●＝欠席者 )
タイトル 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 第 7回
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表２　最終課題 ｢現代版かちかち山／花咲かじいさん｣ 制作の流れ　(2016 年度前期 )






































































































● 撮影 編集 編集
完成
発表
















































うに，完成作品は 9 点が「花咲かじいさん」，7 件が「か
ちかち山」を原作にした。「花咲かじいさん」はストー
リーをたどる例が 4 件（B，G，L，N），良い悪いのパ
ラレル 4 件（H，K，M，O），スピンオフ 1 件（C）で
あった。「かちかち山」は復讐劇 6 件（A， E， F， I， J， 
P），スピンオフ 1 件（D）であった。現代版ということ
で，自身に近い設定，すなわち学生生活を舞台にした事


































































ID A B C D E F G H I J K L M N O P 計
コメント 11 5 2 1 12 6 3 5 1 1 9 10 10 5 2 1 83
発表順 5 8 14 15 1 9 4 11 12 13 7 3 6 2 10 16
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Premiere Pro 2015：石坂アツシ，笠間淳子，『Premiere 
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映像制作実践の意義：「メディアコミュニケーション演習」(2016 年度 ) の取り組みから





























































が け っ こ う あ っ
た。
お得なメール＝ポ






















る と 難 し か っ た。
時間がなくて暗い
映 像 ば っ か り に
なってしまた。
お 金 か ゴ キ ブ リ
か。原作に忠実で






































































































た。2 人 の 声 を 下
げる。ディテール
カットがあれば良
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映像制作実践の意義：「メディアコミュニケーション演習」(2016 年度 ) の取り組みから

























































対 比 は わ か り や
すいが、ドラマ要
素がもっとあった
ら。
・パラレルの構成にしている所が面白かった。
・声の大きさが今ひとつ。定点カメラシーンが
多く、ストーリーの深さを味わうことができた。
P
カチカチ大学
生
カット割りを多く
した。現代という
ことを、とても意
識した。仕返しの
仕方など。
もっとつながりを
意識すれば良かっ
た。
遊びの邪魔でこの
仕返し。ブラック
で面白い。スマホ
やインターホンの
モニターなど、現
代感あふれていま
す。
・仕返しの仕方が現代的で面白かった。
